
(57)【要約】

【課題】埋設継手１のゴム層２が上からの荷重によって

圧縮変形することを防止する。

【解決手段】連続舗装２７，２９の下に継手１を埋設す

る。埋設継手１は、ゴム層２と、ゴム層２の中間に埋設

された中間横プレート３と、ゴム層２の下面に固着され

た下横プレート５とによって構成し、上からの荷重によ

るゴムの圧縮変形を防止するために、上ゴム層２ａに上

支持体７を設ける。

【選択図】　　図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
道 路 橋 継 目 部 の 遊 間 両 側 の 道 路 橋 本 体 に 跨 る よ う に 、 又 は 遊 間 両 側 の 道 路 橋 本 体 と 橋 台 と
に 跨 る よ う に 架 設 さ れ 、 且 つ 舗 装 下 に 埋 設 さ れ る 道 路 橋 の 埋 設 型 ジ ョ イ ン ト 用 の 埋 設 継 手
で あ っ て 、
ゴ ム 層 と 、
上 記 ゴ ム 層 に 橋 軸 方 向 へ 間 隔 を お い て 埋 設 さ れ 、 上 か ら の 荷 重 を 受 け る 上 面 が 平 坦 な 形 状
で あ る 複 数 の 荷 重 支 持 体 と 、
上 記 ゴ ム 層 に お け る 上 記 複 数 の 荷 重 支 持 体 の 下 側 に 、 橋 軸 方 向 へ 間 隔 を お い て 設 け ら れ 、
上 記 荷 重 支 持 体 を 介 し て 上 か ら の 荷 重 を 受 け る 複 数 の 荷 重 受 け プ レ ー ト と を 備 え て い る こ
と を 特 徴 と す る 道 路 橋 の 埋 設 型 ジ ョ イ ン ト 用 の 埋 設 継 手 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に お い て 、
上 記 荷 重 支 持 体 は 、 下 方 へ 行 く に 従 っ て 径 が 漸 次 小 さ く な っ た 錐 状 部 を 有 し 、 該 錐 状 部 の
上 面 が 平 坦 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 道 路 橋 の 埋 設 型 ジ ョ イ ン ト 用 の 埋 設 継 手 。
【 請 求 項 ３ 】
道 路 橋 継 目 部 の 遊 間 両 側 の 道 路 橋 本 体 に 跨 る よ う に 、 又 は 遊 間 両 側 の 道 路 橋 本 体 と 橋 台 と
に 跨 る よ う に 架 設 さ れ 、 且 つ 舗 装 下 に 埋 設 さ れ る 道 路 橋 の 埋 設 型 ジ ョ イ ン ト 用 の 埋 設 継 手
で あ っ て 、
ゴ ム 層 と 、
下 方 へ 行 く に 従 っ て 径 が 漸 次 小 さ く な っ た 錐 状 部 を 有 し 、 該 錐 状 部 の 上 面 が 平 坦 に 形 成 さ
れ て い る 荷 重 支 持 体 と を 備 え 、
上 記 複 数 の 荷 重 支 持 体 は 、 上 記 ゴ ム 層 に 橋 軸 方 向 へ 間 隔 を お い て 埋 設 さ れ て い る と と も に
、 上 下 に 間 隔 を お い て 層 状 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 道 路 橋 の 埋 設 型 ジ ョ イ ン ト
用 の 埋 設 継 手 。
【 請 求 項 ４ 】
道 路 橋 継 目 部 の 遊 間 両 側 の 道 路 橋 本 体 に 、 又 は 遊 間 両 側 の 道 路 橋 本 体 と 橋 台 と に 道 路 橋 本
体 の 上 面 よ り も 低 く な っ た 段 部 が 形 成 さ れ 、
上 記 遊 間 両 側 の 段 部 に 跨 る よ う に 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 埋 設 継 手 が 架
設 さ れ 、
上 記 埋 設 継 手 の 上 に 連 続 舗 装 が さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 道 路 橋 の 埋 設 型 ジ ョ イ ン ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 道 路 橋 の 埋 設 型 ジ ョ イ ン ト 用 の 埋 設 継 手 及 び 道 路 橋 の 埋 設 型 ジ ョ イ ン ト に 関 す
る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
埋 設 型 ジ ョ イ ン ト は 、 主 と し て 伸 縮 量 の 比 較 的 小 さ な 道 路 橋 に 適 用 さ れ 、 連 続 舗 装 さ れ た
舗 装 材 の 変 形 に よ っ て 道 路 橋 本 体 の 伸 縮 を 吸 収 す る も の と し て 知 ら れ て い る 。 そ の 基 本 的
な 構 造 は 図 １ に 示 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 道 路 橋 遊 間 ａ の 両 側 に お い て 、 道 路 橋 本 体 ｂ の
端 部 に 段 部 ｃ が 形 成 さ れ 、 遊 間 ａ に 目 地 材 ｄ が 詰 め ら れ 、 目 地 材 ｄ を 覆 う よ う に 段 部 ｃ ，
ｃ の 上 に 弾 性 コ ン パ ウ ン ド ｅ が 打 設 さ れ 、 そ の 上 か ら 防 水 シ ー ト ｆ が 敷 か れ て 、 そ の 上 に
舗 装 ｇ が 施 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ま た 、 埋 設 型 ジ ョ イ ン ト に 関 し て 、 上 記 弾 性 コ ン パ ウ ン ド を 用 い ず に 、 工 場 製 作 さ れ た プ
レ ハ ブ 舗 装 部 材 （ 上 層 に は 舗 装 材 層 が 設 け ら れ 、 下 層 に は 間 隙 を 存 し て 左 右 に 分 離 し た 一
対 の 支 承 板 が 設 け ら れ て お り 、 一 対 の 支 承 板 の 各 々 を 遊 間 両 側 の 道 路 橋 本 体 に 固 定 す る よ
う に な っ て い る も の ） を 連 続 舗 装 の 下 に 埋 設 す る も の が あ る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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ま た 、 埋 設 型 ジ ョ イ ン ト の 舗 装 下 に ゴ ム 板 と 鋼 板 と を 接 着 し て な る 埋 設 継 手 （ 上 層 に は 一
枚 物 の 鋼 板 が 設 け ら れ 、 下 層 に は 左 右 に 分 離 し た 一 対 の ゴ ム 板 が 設 け ら れ て い る も の で あ
り 、 一 対 の ゴ ム 板 の 各 々 を 遊 間 両 側 の 道 路 橋 本 体 に 固 定 す る よ う に な っ て い る も の ） を 埋
設 す る も の が あ る （ 例 え ば 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 公 昭 ６ ０ － ３ ９ ８ ０ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 公 昭 ６ ０ － ９ ６ ０ ５ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 記 埋 設 型 ジ ョ イ ン ト に よ れ ば 、 道 路 橋 継 目 部 で 舗 装 が 途 切 れ る こ と な く 連 続 し て い る か
ら 、 自 動 車 の 走 行 性 が よ く 、 振 動 ・ 騒 音 が 少 な く な る が 、 弾 性 コ ン パ ウ ン ド ｅ の 流 動 に よ
り 舗 装 が 波 打 ち 状 態 に な っ た り 、 遊 間 を 存 し て 相 対 す る 道 路 橋 本 体 の 相 対 的 な 上 下 変 位 や
道 路 橋 本 体 の 伸 縮 に 起 因 し て 遊 間 上 の 舗 装 に ク ラ ッ ク を 生 じ 易 い と い う 問 題 が あ る 。 こ の
ク ラ ッ ク は 、 継 目 長 手 方 向 （ 橋 軸 と 交 差 す る 方 向 ） に 延 び た も の に な る か ら 、 自 動 車 の 走
行 性 が 悪 く な る 。 さ ら に 、 舗 装 が 自 動 車 通 過 時 の 衝 撃 で ク ラ ッ ク 部 分 か ら 欠 け て い き 、 ク
ラ ッ ク 部 分 が 徐 々 に 大 き な 溝 に な っ て 走 行 性 が 益 々 悪 く な っ て い く と と も に 、 騒 音 ・ 振 動
が 大 き く な り 、 走 行 安 全 性 も 損 な わ れ て く る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 、 上 記 弾 性 コ ン パ ウ ン ド ｅ は 、 ゴ ム 、 ア ス フ ァ ル ト 及 び 砕 石 の 混 合 物 に よ っ て 形 成 さ
れ て い る の で 、 道 路 橋 本 体 の 伸 縮 吸 収 性 や 応 力 分 散 性 が 悪 い 。 ま た 、 施 工 に 際 し て は 、 現
場 に お い て ま ず 固 形 ゴ ム 及 び ア ス フ ァ ル ト （ 又 は シ ー ト 状 の ゴ ム 入 り ア ス フ ァ ル ト ） の 必
要 量 を 溶 解 槽 に て 加 熱 溶 解 し 、 こ の 溶 解 物 を さ ら に 砕 石 と 共 に ミ キ サ ー に 投 入 し て 再 度 加
熱 混 合 す る 必 要 が あ り 、 現 場 に お け る 準 備 が 大 掛 か り に な り 且 つ 面 倒 で あ る と と も に 、 手
間 と 時 間 が か か る 。 ま た 、 上 記 段 部 ｃ に 打 設 し た 後 も 、 弾 性 コ ン パ ウ ン ド ｅ が 冷 め て 固 化
す る ま で は 防 水 シ ー ト ｆ の 施 工 及 び 舗 装 ｇ を す る こ と が で き な い 。 こ の た め 、 工 事 時 間 が
長 く な っ て 、 １ 回 の 夜 間 工 事 又 は 昼 間 工 事 の み で 施 工 を 完 了 す る こ と が で き ず 、 早 朝 又 は
夕 方 に 工 事 を 中 断 し 、 ア ス フ ァ ル ト 合 材 を 舗 装 厚 さ 分 仮 詰 め し た り 、 覆 工 板 を 道 路 橋 継 目
部 に 被 せ て 仮 復 旧 し （ 道 路 交 通 を 可 能 に し ） 、 改 め て 次 の 夜 又 は 昼 に 続 き の 工 事 を し な け
れ ば な ら な く な る 。 従 っ て 、 工 事 の た め に 交 通 規 制 を す る 期 間 が 倍 加 し て 費 用 が 嵩 む と と
も に 、 交 通 の 安 全 に 支 障 を 来 す 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ れ に 対 し て 、 特 公 昭 ６ ０ － ３ ９ ８ ０ １ 号 公 報 に 記 載 さ れ て い る プ レ ハ ブ 舗 装 部 材 を 用 い
れ ば 、 上 記 弾 性 コ ン パ ウ ン ド の 有 す る 問 題 は 解 消 さ れ る が 、 こ の 舗 装 部 材 の 舗 装 材 層 は 上
記 弾 性 コ ン パ ウ ン ド と 同 様 に 伸 縮 性 が 殆 ど な い 。 こ の た め 、 道 路 橋 本 体 の 伸 縮 に よ っ て 遊
間 が 拡 大 ・ 縮 小 す る と 、 左 右 の 支 承 板 間 で 舗 装 材 層 に ク ラ ッ ク を 生 じ 、 こ の ク ラ ッ ク が 舗
装 部 材 の 上 の 舗 装 に 波 及 し て し ま う と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 特 公 昭 ６ ０ － ９ ６ ０ ５ 号 公 報 に 記 載 さ れ て い る 一 対 の ゴ ム 板 と 鋼 板 と か ら な る 埋 設
継 手 の 場 合 、 ゴ ム 板 が 道 路 橋 本 体 の 伸 縮 を 許 容 す る も の の 、 鋼 板 に よ っ て 道 路 橋 本 体 の 伸
縮 が 妨 げ ら れ 、 こ の 鋼 板 の 両 側 に お い て 舗 装 に ク ラ ッ ク を 発 生 す る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
さ ら に 、 こ の 埋 設 継 手 の 場 合 、 自 動 車 の 通 過 に 伴 っ て 上 か ら 大 き な 荷 重 が 作 用 す る と 、 ゴ
ム 板 が 圧 縮 変 形 し て 舗 装 が 下 方 へ た わ む と い う 問 題 が あ る 。 す な わ ち 、 そ の よ う な 舗 装 の
た わ み は 自 動 車 の 走 行 性 を 悪 化 さ せ る こ と に な る と と も に 、 自 動 車 が 通 過 す る 度 に 舗 装 が
た わ ん で は 元 に 戻 る と い う 現 象 が 繰 り 返 さ れ る と 、 舗 装 自 体 に は も と も と 伸 縮 性 や 可 撓 性
が 殆 ど な い こ と か ら 、 該 舗 装 に ク ラ ッ ク を 生 じ 易 く な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 の 課 題 は 、 こ の よ う な 埋 設 型 ジ ョ イ ン ト に お け る 上 記 舗 装 の ク ラ ッ ク 発 生 を 抑 制 す

10

20

30

40

50

(3) JP 2004-100151 A 2004.4.2



る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 本 発 明 の 課 題 は 、 自 動 車 の 走 行 性 を 良 好 な も の に す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 こ の よ う な 課 題 に 対 し て 、 ゴ ム を 用 い て 埋 設 継 手 を 構 成 す る に あ た り 、 ゴ ム 層
に 複 数 の 荷 重 支 持 体 を 埋 設 し て 、 橋 軸 方 向 の 伸 縮 性 を 得 な が ら 上 か ら の 荷 重 に よ る ゴ ム の
圧 縮 変 形 を 防 止 す る よ う に し た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
す な わ ち 、 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 道 路 橋 継 目 部 の 遊 間 両 側 の 道 路 橋 本 体 に 跨 る よ う に 、
又 は 遊 間 両 側 の 道 路 橋 本 体 と 橋 台 と に 跨 る よ う に 架 設 さ れ 、 且 つ 舗 装 下 に 埋 設 さ れ る 道 路
橋 の 埋 設 型 ジ ョ イ ン ト 用 の 埋 設 継 手 で あ っ て 、
ゴ ム 層 と 、
上 記 ゴ ム 層 に 橋 軸 方 向 へ 間 隔 を お い て 埋 設 さ れ 、 上 か ら の 荷 重 を 受 け る 上 面 が 平 坦 な 形 状
で あ る 複 数 の 荷 重 支 持 体 と 、
上 記 ゴ ム 層 に お け る 上 記 複 数 の 荷 重 支 持 体 の 下 側 に 、 橋 軸 方 向 へ 間 隔 を お い て 設 け ら れ 、
上 記 荷 重 支 持 体 を 介 し て 上 か ら の 荷 重 を 受 け る 複 数 の 荷 重 受 け プ レ ー ト と を 備 え て い る こ
と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
従 っ て 、 上 記 埋 設 継 手 は ゴ ム と プ レ ー ト と を 積 層 し て な る か ら 、 塑 性 流 動 す る こ と が な く
な り 、 自 動 車 の 輪 荷 重 に よ っ て 舗 装 面 に 凹 み を 生 じ た り 、 轍 ぼ り を 生 じ た り す る こ と が 防
が れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
そ し て 、 本 発 明 に お い て 重 要 な 特 徴 は ２ つ あ り 、 そ の 一 つ は 、 ゴ ム 層 に 橋 軸 方 向 へ 間 隔 を
お い て 埋 設 さ れ 、 上 か ら の 荷 重 を 受 け る 上 面 が 平 坦 な 形 状 で あ る 複 数 の 荷 重 支 持 体 が 、 上
か ら の 荷 重 に よ る ゴ ム の 圧 縮 変 形 を 抑 制 す る よ う に し た 点 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
従 っ て 、 自 動 車 の 通 過 に 伴 っ て 埋 設 継 手 に 大 き な 輪 荷 重 が 作 用 し て も 、 荷 重 支 持 体 を 埋 設
し た ゴ ム 層 が 圧 縮 変 形 す る こ と を 防 ぐ こ と が で き 、 そ の た め に 舗 装 が 下 方 へ た わ む こ と が
防 止 さ れ る 。 よ っ て 、 自 動 車 の 走 行 性 が 良 好 な も の に な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 複 数 の 荷 重 支 持 体 は 橋 軸 方 向 に 間 隔 を お い て 設 け ら れ て い る か ら 、 ゴ ム 体 の 伸 縮 性
は 損 な わ れ ず 、 舗 装 に ク ラ ッ ク が 入 る こ と が 避 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 発 明 の 他 の 重 要 な 特 徴 は 、 橋 軸 方 向 に 間 隔 を お い て 設 け ら れ た 複 数 の 横 プ レ ー ト と ゴ ム
と が 積 層 さ れ て な る か ら 、 ゴ ム 層 の 変 形 に 伴 っ て 、 橋 軸 方 向 に 間 隔 を お い て 隣 り 合 う 横 プ
レ ー ト 同 士 が 相 対 的 に 変 位 す る 点 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
す な わ ち 、 横 プ レ ー ト が 一 枚 も の で あ れ ば 、 そ の 下 に 設 け ら れ て い る ゴ ム 層 は せ ん 断 変 形
の み を 生 ず る こ と に な る が 、 本 発 明 の 場 合 は 、 複 数 の 横 プ レ ー ト が 橋 軸 方 向 に 間 隔 を お い
て 設 け ら れ て い る か ら 、 そ の プ レ ー ト 間 で ゴ ム 層 の 伸 縮 変 形 が 許 容 さ れ る こ と に な る 。 ま
た 、 複 数 の 横 プ レ ー ト の プ レ ー ト 間 で ゴ ム 層 の 変 形 が 許 容 さ れ る と い う こ と は 、 道 路 橋 本
体 の 伸 縮 に 伴 っ て 道 路 橋 継 目 部 に 生 ず る 応 力 が 埋 設 継 手 の 両 側 部 位 だ け で な く 、 プ レ ー ト
間 の 部 位 に も 分 散 さ れ る と い う こ と で あ る 。 つ ま り 、 応 力 の 分 散 性 が 高 い と い う こ と に な
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 施 工 に あ た っ て 、 従 来 の 弾 性 コ ン パ ウ ン ド の よ う な 現 場 に お け る 加 熱 混 合 の 手 間 は
不 要 で あ り 、 ま た 、 埋 設 継 手 を 施 工 し た 後 は 直 ち に 舗 装 の 施 工 に 取 り か か る こ と が で き る
か ら 、 工 事 を 短 時 間 に 完 了 す る こ と が で き 、 交 通 事 故 の 防 止 、 工 費 節 減 に 有 利 に な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
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ま た 、 上 記 伸 縮 継 手 は 、 ゴ ム 層 と 、
上 記 ゴ ム 層 の 中 間 に 埋 設 さ れ 、 且 つ 橋 軸 方 向 に 間 隔 を お い て 設 け ら れ た 複 数 の 中 間 横 プ レ
ー ト と 、
上 記 ゴ ム 層 の 下 面 に 固 着 さ れ 、 且 つ 道 路 橋 継 目 部 の 遊 間 両 側 の 道 路 橋 本 体 に そ れ ぞ れ 支 持
さ れ る よ う に 、 又 は 遊 間 両 側 の 道 路 橋 本 体 と 橋 台 と に そ れ ぞ れ 支 持 さ れ る よ う に 、 橋 軸 方
向 に 間 隔 を お い て 設 け ら れ た ２ 枚 の 下 横 プ レ ー ト と 、
上 記 ゴ ム 層 に 橋 軸 方 向 へ 間 隔 を お い て 埋 設 さ れ 、 上 か ら の 荷 重 を 受 け る 上 面 が 平 坦 な 形 状
で あ り 、 該 ゴ ム 層 の 中 間 よ り 上 側 に 埋 設 さ れ て い る 複 数 の 荷 重 支 持 体 を 備 え て い る こ と を
特 徴 と し た も の で も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
橋 軸 方 向 に 間 隔 を お い て 設 け る 横 プ レ ー ト の 数 は ２ 枚 で も よ い が 、 ３ 枚 以 上 を 並 設 す る こ
と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
荷 重 支 持 体 の 上 面 は 平 坦 に 形 成 す る が 、 必 ず し も 平 滑 で あ る 必 要 は な く 、 微 小 凸 凹 が あ っ
て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ に お い て 、
上 記 荷 重 支 持 体 は 、 下 方 へ 行 く に 従 っ て 径 が 漸 次 小 さ く な っ た 錐 状 部 を 有 し 、 該 錐 状 部 の
上 面 が 平 坦 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
従 っ て 、 荷 重 支 持 体 が 下 方 へ 行 く に 従 っ て 径 が 漸 次 小 さ く な っ た 錐 状 部 を 有 し て い る こ と
に よ り 、 ゴ ム 層 と 錐 状 面 と の 接 触 面 積 が 大 き い た め 、 荷 重 支 持 力 が 大 き く な り 、 上 か ら の
荷 重 に よ っ て ゴ ム 層 が 圧 縮 変 形 す る こ と が 防 止 さ れ 、 舗 装 が 下 方 へ た わ む こ と が な く な る
。 よ っ て 、 自 動 車 の 走 行 性 が 良 好 な も の に な る と と も に 、 舗 装 に ク ラ ッ ク が 入 る こ と が 抑
制 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
請 求 項 ３ に 係 る 発 明 は 、 道 路 橋 継 目 部 の 遊 間 両 側 の 道 路 橋 本 体 に 跨 る よ う に 、 又 は 遊 間 両
側 の 道 路 橋 本 体 と 橋 台 と に 跨 る よ う に 架 設 さ れ 、 且 つ 舗 装 下 に 埋 設 さ れ る 道 路 橋 の 埋 設 型
ジ ョ イ ン ト 用 の 埋 設 継 手 で あ っ て 、
ゴ ム 層 と 、
下 方 へ 行 く に 従 っ て 径 が 漸 次 小 さ く な っ た 錐 状 部 を 有 し 、 該 錐 状 部 の 上 面 が 平 坦 に 形 成 さ
れ て い る 荷 重 支 持 体 と を 備 え 、
上 記 複 数 の 荷 重 支 持 体 は 、 上 記 ゴ ム 層 に 橋 軸 方 向 へ 間 隔 を お い て 埋 設 さ れ て い る と と も に
、 上 下 に 間 隔 を お い て 層 状 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ま た 、 ゴ ム 層 の 下 面 に 固 着 さ れ 、 且 つ 道 路 橋 継 目 部 の 遊 間 両 側 の 道 路 橋 本 体 に そ れ ぞ れ 支
持 さ れ る よ う に 、 又 は 遊 間 両 側 の 道 路 橋 本 体 と 橋 台 と に そ れ ぞ れ 支 持 さ れ る よ う に 、 橋 軸
方 向 に 間 隔 を お い て 設 け ら れ た ２ 枚 の 下 横 プ レ ー ト を 備 え て い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
従 っ て 、 こ の 発 明 は 、 請 求 項 １ と 同 様 の 作 用 を 有 す る と と も に 、 上 ゴ ム 層 は 上 支 持 体 に よ
っ て 上 か ら の 荷 重 に よ る ゴ ム の 圧 縮 変 形 を 防 止 し 、 下 ゴ ム 層 は 下 支 持 体 に よ っ て 上 か ら の
荷 重 に よ る ゴ ム の 圧 縮 変 形 を 防 止 す る た め 、 舗 装 の 下 方 へ の た わ み が よ り 確 実 に 防 止 さ れ
、 自 動 車 の 走 行 性 を 良 好 な も の に し 、 且 つ 舗 装 に ク ラ ッ ク が 入 る こ と を 避 け る 上 で 有 利 に
な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
請 求 項 ４ に 係 る 発 明 は 、 道 路 橋 継 目 部 の 遊 間 両 側 の 道 路 橋 本 体 に 、 又 は 遊 間 両 側 の 道 路 橋
本 体 と 橋 台 と に 道 路 橋 本 体 の 上 面 よ り も 低 く な っ た 段 部 が 形 成 さ れ 、
上 記 遊 間 両 側 の 段 部 に 跨 る よ う に 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 埋 設 継 手 が 架
設 さ れ 、
上 記 埋 設 継 手 の 上 に 連 続 舗 装 が さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
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【 ０ ０ ３ １ 】
従 っ て 、 本 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 １ ～ ３ に 係 る 発 明 の 説 明 で 明 ら か な よ う に 、 舗 装 に ク ラ
ッ ク や 凸 凹 が 発 生 す る こ と を 抑 制 す る こ と が で き る と と も に 、 自 動 車 の 走 行 性 も 良 好 な も
の に な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 上 面 が 平 坦 に 形 成 さ れ て い る 複 数 の 荷 重 支 持 体 を 、 橋 軸
方 向 に 間 隔 を お い て 埋 設 し た か ら 、 ゴ ム 層 の 圧 縮 変 形 が 防 止 さ れ て 自 動 車 の 輪 荷 重 に よ る
舗 装 の た わ み が 防 止 さ れ る と と も に 、 埋 設 継 手 の 伸 縮 性 が 高 ま り 、 舗 装 に ク ラ ッ ク が 入 る
こ と を 抑 制 す る 上 で 有 利 に な る と と も に 、 自 動 車 の 走 行 性 が 良 好 な も の に な り 、 し か も 、
施 工 時 間 を 大 幅 に 短 縮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ま た 、 荷 重 支 持 体 を 多 数 埋 設 す る こ と に よ り 、 ゴ ム 層 に 使 用 す る ゴ ム の 量 が 少 な く な り 、
埋 設 継 手 の 材 料 費 節 減 に な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
－ 実 施 形 態 １ －
（ 埋 設 継 手 ）
図 ２ 及 び 図 ３ に は 道 路 橋 の 埋 設 型 ジ ョ イ ン ト 用 の 埋 設 継 手 １ が 示 さ れ て い る 。 こ の 埋 設 継
手 １ に お い て 、 ２ は ゴ ム 層 で あ り 、 ゴ ム 層 ２ の 中 間 に は ３ 枚 の 中 間 横 プ レ ー ト ３ ， ３ ， ３
が 橋 軸 方 向 に 間 隙 ４ ， ４ を お い て 埋 設 さ れ て い る 。 ゴ ム 層 ２ の 下 面 に は ２ 枚 の 下 横 プ レ ー
ト ５ ， ５ が 埋 設 継 手 １ の 中 央 に 間 隙 ６ を お い て 固 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
中 間 横 プ レ ー ト ３ よ り 上 側 の 上 ゴ ム 層 ２ ａ に は 、 上 か ら の 荷 重 に よ る 上 ゴ ム 層 ２ ａ の 圧 縮
変 形 を 防 止 す る た め に 、 上 面 が 平 坦 に な っ た 複 数 の 上 支 持 体 （ 荷 重 支 持 体 ） ７ が 前 後 左 右
（ 橋 軸 方 向 及 び 継 目 長 手 方 向 ） に 間 隔 を お い て 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
さ ら に 、 下 横 プ レ ー ト ５ の 上 面 に は 適 宜 数 の ナ ッ ト ８ が 固 着 さ れ 、 下 横 プ レ ー ト ５ の 下 面
に は 各 ナ ッ ト ８ に 対 応 す る ね じ 孔 が 開 口 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
ゴ ム 層 ２ は 、 例 え ば 硬 度 ４ ０ ～ ７ ５ 度 程 度 の ゴ ム に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 横 プ レ
ー ト ３ ， ５ は 、 鋼 、 プ ラ ス チ ッ ク 等 の 剛 性 を 有 す る 材 料 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 こ の 点
は 後 述 す る 他 の 実 施 形 態 も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
中 央 の 中 間 横 プ レ ー ト ３ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 継 目 長 手 方 向 （ 後 述 す る 遊 間 の 延 び る 方
向 ） の 中 央 部 が 橋 軸 方 向 の 両 側 へ 山 形 に 突 出 し て お り 、 そ の た め 、 相 隣 る 中 間 横 プ レ ー ト
３ ， ３ の 間 隙 ４ は 、 継 目 長 手 方 向 に 略 「 く 」 の 字 に 折 れ 曲 が っ て 延 び て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
上 支 持 体 ７ は 、 下 方 へ 行 く に 従 っ て 径 が 漸 次 小 さ く な っ た 錐 状 部 を 有 し 、 該 錐 状 部 の 上 面
が 平 坦 に 形 成 さ れ た も の で あ る 。 例 え ば 、 図 ４ の よ う に 、 上 面 が 平 坦 に 形 成 さ れ て い る 円
錐 部 ７ ａ と 支 持 脚 ７ ｂ を 有 す る コ マ 形 状 の も の を 用 い る 。 上 支 持 体 ７ の 材 質 は 、 例 え ば 、
コ ン ク リ ー ト 、 木 、 樹 脂 、 硬 質 ゴ ム 、 金 属 等 と す る 事 が で き る 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 上 支
持 体 ７ は ゴ ム 層 ２ に 円 錐 面 を 下 に し て 、 適 宜 の 間 隔 を お い て 埋 設 さ れ て い る 。 こ の 点 は 後
述 す る 他 の 実 施 形 態 も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
ま た 、 上 ゴ ム 層 ２ ａ と 、 中 間 横 プ レ ー ト ３ よ り 下 面 の 下 ゴ ム 層 ２ ｂ と は 、 中 間 横 プ レ ー ト
３ の 間 隙 ４ に お い て 繋 が っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
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な お 、 上 ゴ ム 層 ２ ａ と 下 ゴ ム 層 ２ ｂ と が 両 側 の 中 間 横 プ レ ー ト ３ ， ３ の 両 外 側 に お い て 繋
が る よ う に し て い る が 、 両 中 間 横 プ レ ー ト ３ ， ３ の 側 面 が 埋 設 継 手 １ の 両 側 面 に 露 出 し て
も よ い 。 埋 設 継 手 １ の 厚 さ は ４ ０ ｍ ｍ ～ １ ５ ０ ｍ ｍ 、 橋 軸 方 向 の 幅 は ４ ０ ０ ｍ ｍ ～ ８ ０ ０
ｍ ｍ と す る こ と が 好 ま し い 。 こ の 点 は 後 述 す る 他 の 実 施 形 態 も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
（ 埋 設 継 手 の 製 造 ）
埋 設 継 手 １ は 次 の よ う に し て 製 造 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 下 横 プ レ ー ト ５ ， ５ を 下
型 に セ ッ ト し 、 こ の 下 横 プ レ ー ト ５ ， ５ の 上 に 生 ゴ ム を 載 せ る 。 そ の 上 に 中 間 横 プ レ ー ト
３ ， ３ ， ３ を 載 せ 、 そ の 上 に 生 ゴ ム を 載 せ 、 該 生 ゴ ム に 多 数 の 上 支 持 体 ７ を 適 宜 の 間 隔 を
お い て 埋 め 込 む 。 さ ら に 、 そ の 上 か ら 上 型 を 被 せ 、 加 熱 加 圧 す る こ と に よ っ て 生 ゴ ム を 中
間 横 プ レ ー ト ３ 及 び 下 横 プ レ ー ト ５ に 加 硫 接 着 さ せ る よ う に す れ ば よ い 。 以 上 に よ り 、 上
支 持 体 ７ が 中 間 横 プ レ ー ト ３ に 固 定 さ れ て い な い （ 上 支 持 体 ７ が 横 移 動 可 能 な ） 埋 設 継 手
１ が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
（ 道 路 橋 の 埋 設 型 ジ ョ イ ン ト ）
図 ５ は 上 記 埋 設 継 手 １ を 用 い た 埋 設 型 ジ ョ イ ン ト を 示 す 。 同 図 に お い て 、 ２ １ は 道 路 橋 本
体 、 ２ ２ は 道 路 橋 本 体 ２ １ の 伸 縮 を 許 容 す る 遊 間 で あ る 。 遊 間 ２ ２ の 両 側 で は 道 路 橋 本 体
２ １ に 切 欠 き 部 が 形 成 さ れ 、 こ の 切 欠 き 部 に 超 速 硬 セ メ ン ト 、 樹 脂 コ ン ク リ ー ト 等 の 不 陸
調 整 材 ２ ４ が 塗 布 さ れ て 、 道 路 橋 本 体 ２ １ の 上 面 よ り も 低 く な っ た 段 部 ２ ５ が 形 成 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
そ う し て 、 上 記 遊 間 ２ ２ の 両 側 の 段 部 ２ ５ ， ２ ５ に 跨 る よ う に 埋 設 継 手 １ が 架 設 さ れ て い
る 。 埋 設 継 手 １ の 上 面 は 道 路 橋 本 体 ２ １ の 上 面 と 同 一 面 に な っ て い る 。 埋 設 継 手 １ は 、 上
記 ナ ッ ト ８ に ね じ 結 合 し た ア ン カ ー ３ ２ に よ っ て 道 路 橋 本 体 ２ １ に 固 定 さ れ て い る 。 ま た
、 埋 設 継 手 １ と 切 欠 き 部 の 側 面 と の 隙 間 に は 液 状 ゴ ム シ ー ル 材 、 セ メ ン ト モ ル タ ル 、 樹 脂
モ ル タ ル 等 の 充 填 材 ３ ６ が 充 填 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
道 路 橋 本 体 ２ １ の 上 面 及 び 埋 設 継 手 １ の 上 に は 舗 装 の ク ラ ッ ク 抑 制 及 び 防 水 を 兼 ね た 第 １
シ ー ト ２ ６ が 設 け ら れ 、 そ の 上 に 基 層 ア ス フ ァ ル ト 舗 装 ２ ７ が 形 成 さ れ て い る 。 基 層 ア ス
フ ァ ル ト 舗 装 ２ ７ の 上 に は 舗 装 の ク ラ ッ ク 抑 制 及 び 防 水 を 兼 ね た 第 ２ シ ー ト ２ ８ が 設 け ら
れ 、 そ の 上 に 表 層 ア ス フ ァ ル ト 舗 装 ２ ９ が 設 け ら れ て い る 。 埋 設 継 手 １ の 下 の 遊 間 ２ ２ に
は 、 ス ポ ン ジ 、 発 泡 ス チ ロ ー ル 等 に よ る バ ッ ク ア ッ プ 材 ３ ０ が 詰 め ら れ 、 そ の 上 に ゴ ム シ
ー ル 材 ３ １ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
（ 埋 設 型 ジ ョ イ ン ト の 施 工 方 法 ）
新 し い 道 路 橋 に 上 記 埋 設 型 ジ ョ イ ン ト を 施 工 す る 場 合 は 、 以 下 の 手 順 で 行 な う こ と が で き
る 。
Ａ ． 道 路 橋 本 体 ２ １ ， ２ １ の 端 部 に 箱 抜 き 工 法 等 に よ り 形 成 さ れ た 切 欠 き 部 の 底 面 を 平 坦
に す る （ 荒 仕 上 げ ） 。
Ｂ ． 遊 間 ２ ２ に バ ッ ク ア ッ プ 材 ３ ０ を 詰 め 、 そ の 上 に 液 状 ゴ ム シ ー ル 材 を 流 し 込 ん で シ ー
ル 材 ３ １ を 形 成 す る 。
Ｃ ． 切 欠 き 部 に ア ン カ ー ３ ２ の た め の 孔 ３ ３ を 穿 つ 。
Ｄ ． ア ン カ ー 用 孔 ３ ３ に ア ン カ ー 固 定 材 ３ ４ を 充 填 す る と と も に 、 切 欠 き 部 の 底 面 に 不 陸
調 整 材 ２ ４ を 塗 布 す る こ と に よ り 、 段 部 ２ ５ を 形 成 す る 。 ア ン カ ー 固 定 材 ３ ４ に は 不 陸 調
整 材 ２ ４ と 同 じ 材 料 を 使 用 す る こ と が で き る 。
Ｅ ． 予 め 埋 設 継 手 １ の ナ ッ ト ８ に ア ン カ ー ３ ２ を ね じ 結 合 し て お き 、 こ の ア ン カ ー ３ ２ を
ア ン カ ー 用 孔 ３ ３ の ア ン カ ー 固 定 材 ３ ４ に 没 入 さ せ て い っ て 埋 設 継 手 １ を 段 部 ２ ５ ， ２ ５
に 設 置 す る 。 埋 設 継 手 １ は 必 要 数 を 継 目 長 手 方 向 に 突 き 合 わ せ て 設 置 し て い く 。
Ｆ ． 埋 設 継 手 １ と 切 欠 き 部 の 側 面 と の 隙 間 に 充 填 材 ３ ６ を 充 填 す る 。
Ｇ ． 次 い で 、 道 路 橋 本 体 ２ １ の 上 面 及 び 埋 設 継 手 １ の 上 に 第 １ シ ー ト ２ ６ を 貼 り 、 そ の 上
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に 基 層 ア ス フ ァ ル ト 舗 装 ２ ７ を 施 し 、 そ の 上 に 第 ２ シ ー ト ２ ８ を 貼 り 、 そ の 上 に 表 層 ア ス
フ ァ ル ト 舗 装 ２ ９ を 施 す 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
既 設 の 道 路 橋 伸 縮 装 置 を 撤 去 し て 本 発 明 の 埋 設 型 ジ ョ イ ン ト に 代 え る 場 合 （ 所 謂 補 修 の 場
合 ） は 、 コ ン ク リ ー ト カ ッ タ ー に よ り 既 設 伸 縮 装 置 に 沿 っ て そ の 両 側 の 路 面 に 切 れ 目 を 入
れ 、 こ の 両 切 れ 目 の 内 側 の コ ン ク リ ー ト を 崩 し て 当 該 伸 縮 装 置 を 撤 去 す る 。 そ う し て 、 遊
間 の 両 側 に 埋 設 継 手 １ の 厚 さ に 匹 敵 す る 深 さ の 段 部 を 形 成 し 、 後 は 新 設 の 場 合 と 同 様 に 上
記 Ｂ ～ Ｇ を 行 な え ば よ い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
（ 作 用 効 果 ）
従 っ て 、 以 上 の よ う な 埋 設 型 ジ ョ イ ン ト で あ れ ば 、 埋 設 継 手 １ が ゴ ム 層 ２ ａ ， ２ ｂ 及 び 剛
性 横 プ レ ー ト ３ ， ５ を 積 層 し て な る も の で あ る か ら 、 耐 荷 力 が 高 い も の に な り 、 通 過 す る
自 動 車 の 輪 荷 重 に よ る 舗 装 ２ ７ ， ２ ９ の 凹 み や 轍 ぼ り が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
特 に 、 上 ゴ ム 層 ２ ａ は 、 上 支 持 体 ７ の 円 錐 形 状 面 と の 接 触 面 積 が 大 き い た め 、 荷 重 支 持 力
が 大 き く な り 、 輪 荷 重 に よ っ て 上 ゴ ム 層 ２ ａ が 圧 縮 変 形 す る こ と が 防 止 さ れ 、 舗 装 ２ ７ ，
２ ９ が 下 方 へ た わ む こ と が な く な る 。 よ っ て 、 自 動 車 の 走 行 性 が 良 好 な も の に な る と と も
に 、 舗 装 ２ ７ ， ２ ９ に ク ラ ッ ク が 入 る こ と が 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
ま た 、 道 路 橋 本 体 ２ １ の 伸 縮 に よ る 遊 間 の 拡 大 ・ 縮 小 変 形 は 、 埋 設 継 手 １ の 伸 縮 に よ っ て
吸 収 さ れ 、 道 路 橋 継 目 部 の 舗 装 ２ ７ ， ２ ９ に 大 き な 応 力 が 作 用 す る こ と が 防 が れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
す な わ ち 、 道 路 橋 本 体 ２ １ の 伸 縮 に 伴 う 遊 間 ２ ２ の 拡 大 ・ 縮 小 変 形 は 、 ゴ ム 層 ２ ａ ， ２ ｂ
の 伸 縮 変 形 に よ っ て 吸 収 さ れ る 。 そ の 際 、 上 記 支 持 体 ７ は 上 ゴ ム 層 ２ ａ と 中 間 横 プ レ ー ト
５ と が 橋 軸 方 向 に 相 対 移 動 す る こ と を 妨 げ な い か ら 、 中 間 横 プ レ ー ト ３ の 各 々 の プ レ ー ト
間 隙 ４ で ゴ ム 層 ２ ａ ， ２ ｂ の 伸 縮 変 形 が 許 容 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
ま た 、 プ レ ー ト 間 隙 ４ で ゴ ム 層 ２ ａ ， ２ ｂ の 変 形 が 許 容 さ れ る と い う こ と は 、 道 路 橋 本 体
２ １ の 伸 縮 に 伴 っ て 道 路 橋 継 目 部 に 生 ず る 応 力 が 埋 設 継 手 １ の 両 側 部 位 （ 充 填 材 ３ ６ の 部
位 ） だ け で な く 、 中 間 横 プ レ ー ト 間 隙 ４ の 部 位 に も 分 散 さ れ る と い う こ と で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
こ の よ う に 、 上 記 埋 設 継 手 １ は 、 プ レ ー ト 間 隙 ４ を 設 け た こ と に よ り 、 伸 縮 性 が 高 く な っ
て お り 、 し か も 応 力 の 分 散 性 が 高 く な っ て い る か ら 、 道 路 橋 本 体 ２ １ の 伸 縮 を 無 理 な く 吸
収 す る こ と が で き 、 舗 装 ２ ７ ， ２ ９ に ク ラ ッ ク が 発 生 す る こ と を 抑 制 す る 上 で 有 利 で あ る
。
【 ０ ０ ５ ５ 】
仮 に 、 上 記 道 路 橋 本 体 ２ １ の 伸 縮 に よ っ て 、 複 数 の 上 支 持 体 ７ の 間 隙 に 対 応 す る 部 位 で 舗
装 ２ ７ ， ２ ９ に 微 小 ク ラ ッ ク を 生 ず る こ と が あ っ て も 、 そ の ク ラ ッ ク は 当 該 間 隙 形 状 に 対
応 し て 橋 軸 に 対 し て 斜 め に 延 び た も の に な る か ら 、 自 動 車 の タ イ ヤ は ク ラ ッ ク を 斜 め に 横
切 る こ と に な り 、 良 好 な 走 行 性 確 保 の 面 で 有 利 に な る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
な お 、 下 横 プ レ ー ト ７ の 下 面 に ゴ ム 層 を 設 け て も よ い 。 こ の 点 は 次 の 実 施 形 態 ２ も 同 様 で
あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
－ 実 施 形 態 ２ －
本 実 施 形 態 に つ い て は 図 ６ に 示 さ れ て お り 、 上 ゴ ム 層 ２ ａ に 複 数 の 上 支 持 体 ７ 、 下 ゴ ム 層
２ ｂ に 複 数 の 下 支 持 体 ９ を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
す な わ ち 、 同 図 に 示 す 埋 設 継 手 １ に お い て 、 ２ は ゴ ム 層 で あ り 、 上 ゴ ム 層 ２ ａ に は 上 支 持
体 ７ が 前 後 左 右 （ 橋 軸 方 向 及 び 継 目 長 手 方 向 ） に 間 隔 を お い て 設 け ら れ て い る 。
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【 ０ ０ ５ ９ 】
下 ゴ ム 層 ２ ｂ に は 下 支 持 体 ９ が 前 後 左 右 （ 橋 軸 方 向 及 び 継 目 長 手 方 向 ） に 間 隔 を お い て 設
け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
支 持 体 ７ ， ９ を 埋 設 後 、 上 ゴ ム 層 ２ ａ と 下 ゴ ム 層 ２ ｂ を 加 熱 加 圧 す る こ と に よ り 固 着 し 、
ゴ ム 層 ２ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
ゴ ム 層 ２ の 下 面 に は ２ 枚 の 継 目 長 手 方 向 に 直 線 状 に 延 び る 下 横 プ レ ー ト ５ ， ５ が 埋 設 継 手
１ の 中 央 に 間 隙 ６ を お い て 固 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
下 横 プ レ ー ト ５ に は 前 後 左 右 に 適 宜 の 間 隔 を お い て ナ ッ ト 孔 が 形 成 さ れ 、 こ の ナ ッ ト 孔 に
ナ ッ ト ８ が 嵌 め ら れ て 該 下 横 プ レ ー ト ５ に 溶 接 さ れ て い る 。 ナ ッ ト ８ の ね じ 孔 は 当 該 埋 設
継 手 １ の 下 面 に 開 口 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
下 支 持 体 ９ は 、 上 支 持 体 ７ と 同 等 で 、 下 方 へ 行 く に 従 っ て 径 が 漸 次 小 さ く な っ た 錐 状 部 を
有 し 、 該 錐 状 部 の 上 面 が 平 坦 に 形 成 さ れ た も の で あ る 。 例 え ば 、 図 ４ の よ う に 、 上 面 が 平
坦 に 形 成 さ れ て い る 円 錐 部 ７ ａ と 支 持 脚 ７ ｂ を 有 す る コ マ 形 状 の も の を 用 い る 。 下 支 持 体
９ の 材 質 は 、 上 支 持 体 ７ と 同 等 で 、 例 え ば 、 コ ン ク リ ー ト 、 木 、 樹 脂 、 硬 質 ゴ ム 、 金 属 等
と す る 事 が で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
本 実 施 形 態 の 埋 設 継 手 １ も 実 施 形 態 １ と 同 様 に し て 道 路 橋 継 目 部 に 設 置 し 埋 設 型 ジ ョ イ ン
ト を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
本 実 施 形 態 に お い て も 、 実 施 形 態 １ と 同 様 の 作 用 効 果 が 得 ら れ る と 共 に 、 上 ゴ ム 層 ２ ａ は
上 支 持 体 ７ に よ っ て 上 か ら の 荷 重 に よ る ゴ ム の 圧 縮 変 形 を 防 止 し 、 下 ゴ ム 層 ２ ｂ は 下 支 持
体 ９ に よ っ て 上 か ら の 荷 重 に よ る ゴ ム の 圧 縮 変 形 を 防 止 す る た め 、 舗 装 の 下 方 へ の た わ み
が よ り 確 実 に 防 止 さ れ 、 自 動 車 の 走 行 性 を 良 好 な も の に し 、 且 つ 舗 装 に ク ラ ッ ク が 入 る こ
と を 避 け る 上 で 有 利 に な る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
ま た 、 自 動 車 が 道 路 橋 を 走 行 す る と き は 、 遊 間 ２ ２ を 存 し て 相 対 す る 道 路 橋 本 体 の 端 部 同
士 に 相 対 的 な 上 下 変 位 を 生 じ 、 従 来 は こ の 相 対 的 な 上 下 変 位 が 舗 装 に ク ラ ッ ク を 生 ず る 一
因 と な っ て い た 。 こ れ に 対 し て 、 本 実 施 形 態 の 場 合 、 こ の 上 下 変 位 に よ る ク ラ ッ ク 発 生 も
抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
－ そ の 他 －
な お 、 埋 設 継 手 は 、 ゴ ム 層 と 横 プ レ ー ト と を 交 互 に 積 層 し て 横 プ レ ー ト が ３ 層 以 上 に な る
よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
ま た 、 上 記 実 施 形 態 は 道 路 橋 本 体 同 士 の 継 目 部 に 本 発 明 を 適 用 し た も の で あ る が 、 本 発 明
が 道 路 橋 本 体 と 橋 台 と の 継 目 部 に も 同 様 に 適 用 で き る こ と は も ち ろ ん で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 従 来 の 道 路 橋 継 目 部 構 造 の 一 例 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 １ に 係 る 埋 設 継 手 の 断 面 図 。
【 図 ３ 】 同 埋 設 継 手 の 荷 重 支 持 体 の 配 置 と 中 間 横 プ レ ー ト を 示 す 平 面 図 。
【 図 ４ 】 荷 重 支 持 体 の 形 状 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ５ 】 同 実 施 形 態 の 埋 設 型 ジ ョ イ ン ト を 示 す 一 部 省 略 し た 断 面 図 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 ２ に 係 る 埋 設 継 手 の 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 埋 設 継 手
２ 　 ゴ ム 層
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２ ａ 　 上 ゴ ム 層
２ ｂ 　 下 ゴ ム 層
３ 　 中 間 横 プ レ ー ト
４ 　 プ レ ー ト 間 隙
５ 　 下 横 プ レ ー ト
６ 　 プ レ ー ト 間 隙
７ 　 上 支 持 体
７ ａ 　 円 錐 部
７ ｂ 　 支 持 脚
８ 　 ナ ッ ト
９ 　 下 支 持 体
２ １ 　 道 路 橋 本 体
２ ２ 　 遊 間
２ ４ 　 不 陸 調 整 材
２ ５ 　 段 部
２ ６ 　 第 １ シ ー ト
２ ７ 　 基 層 ア ス フ ァ ル ト 舗 装
２ ８ 　 第 ２ シ ー ト
２ ９ 　 表 層 ア ス フ ァ ル ト 舗 装
３ ０ 　 バ ッ ク ア ッ プ 材
３ １ 　 ゴ ム シ ー ル 材
３ ２ 　 ア ン カ ー
３ ３ 　 孔
３ ４ 　 ア ン カ ー 固 定 材
３ ６ 　 充 填 材
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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